
那珂川市地域福祉に関するアンケート調査 

【ご協力のお願い】 

市民の皆さまには、日頃から市政に関してご理解とご協力をいただき、誠にありがとうご

ざいます。 

さて、市及び社会福祉協議会では、平成２８（２０１６）年３月に「那珂川町地域福祉計

画・那珂川町地域福祉活動計画」を策定し、団体や地域の皆さまとともに、地域福祉の推進

に取り組んで参りました。計画策定から５年が経過し、今までの取り組みを踏まえ、国内外

での動向や地域課題の変化に対応していくため、現計画を見直し、令和４年（２０２２）年

３月までに第２次「那珂川市地域福祉計画・那珂川市地域福祉活動計画」の策定を予定して

います。この計画は、誰もが住みなれた地域で、安心して暮らせるまちづくりを目指して、

市民、行政、社会福祉協議会、関係機関・団体などが相互に支え合うしくみを共に考え、進め

ていくものです。 

このアンケートは、令和３年６月１日時点で市内にお住まいの 18 歳以上の人から 2,000

人を無作為に選び、調査票をお送りしています。一人でも多くの市民の皆さまの声をお聴き

し、計画策定に反映させるだけでなく、今後の那珂川市の福祉行政を推進するための貴重な

資料とすることを目的としています。 

ご記入いただいた調査票はすべて統計処理し、本調査以外の目的に使用することはありま

せん。 

ご多忙中、誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただくとともに、市民一人ひとりが主

役となるこの計画づくりに、皆さまのご意見をお寄せいただきますようお願い申し上げます。 

令和３年７月 

那珂川市        市長 武 末 茂 喜 

那珂川市社会福祉協議会 会長 髙 木 正 俊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ご記入のお願い】 

１．回答は、必ず宛名のご本人がご記入ください。ご本人の回答が難しい場合は、ご家族または

日常ご本人のことをよくわかっている人がお手伝いください。なお、宛名のご本人が市外

へ転出、長期の不在などの場合は、ご回答の必要はありません。 

２．回答は、あてはまる選択肢の番号に○をつけてください。「その他」にあてはまる場合には、

（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

３．ご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて 

８月２４日（火）までにご投函ください。 

４．ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたしま

す。 

 

那珂川市 健康福祉部 福祉課 地域福祉担当 

電 話：092-953-2211 ＦＡＸ：092-953-2312 
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問１ あなたがお住まいの地域の暮らしやすさはいかがですか。 

【それぞれの項目に○は１つだけ】 

 

満
足 

ま
あ
ま
あ 

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

①近所との付き合い １ ２ ３ ４ ５ 

②行政区の活動（夏祭り、運動会、敬老会等） １ ２ ３ ４ ５ 

③地域福祉の活動（サロン活動やボランティア等） １ ２ ３ ４ ５ 

④公民館等で行われる文化教養活動 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤保健・福祉の情報提供・相談体制 １ ２ ３ ４ ５ 

⑥買い物などの便利さ １ ２ ３ ４ ５ 

⑦交通などの便利さ（公共交通機関・道路状況） １ ２ ３ ４ ５ 

⑧地域の防災 １ ２ ３ ４ ５ 

⑨地域の防犯 １ ２ ３ ４ ５ 

⑩地域の交通安全対策 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問２ あなたは日頃、近所の人とどのような付き合い方をしていますか。 

【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたは、近所の人に何か頼んだり頼まれたりしたことはありますか。 

したことがあるものを選んでください。 【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

１．病院や施設などへの送迎       ７．声かけや安否の確認 

２．外出（買い物など）に同行      ８．子どもを預かる（預ける） 

３．買い物や食事の用意         ９．ゴミ出し 

４．入浴や排泄の手伝い         １０．その他（             ） 

５．話し相手              １１．特になし 

６．庭掃除や部屋の片付けなど       

地域での暮らしについて 

１．困っているとき（病気や悩み、事故など）相談したり、助け合ったりする   

２．留守をするときに声をかけあう程度  

３．たまに立ち話をする程度 

４．会えばあいさつをする程度 

５．付き合いはほとんどない 

６．その他（                                 ） 
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問４ あなたは、毎日の暮らしの中で、次のどのようなことに悩みや不安を感じてい

ますか。 【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたやご家族が、高齢や病気もしくは子育て等で日常生活に支障が出たとき、

地域でどのような支援をしてほしいと思いますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 隣近所に、高齢者や障がいのある人の介護、子育てなどで困っている家庭があ

った場合、あなたはどのような支援ができると思いますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ あなたにとって、住民が助け合うべき「地域」とはどの範囲のことをいいます

か。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

  

１．安否確認の声かけ          ７．短時間の子どもの預かり 

２．話し相手              ８．高齢者などの見守り 

３．買い物の手伝い           ９．災害時の支援 

４．家事の手伝い            10．相談相手 

５．食事の提供             11．その他（             ） 

６．通院など外出の手伝い        12．特になし 

 

１．安否確認の声かけ          ７．短時間の子どもの預かり 

２．話し相手              ８．高齢者などの見守り 

３．買い物の手伝い           ９．災害時の支援 

４．家事の手伝い            10．相談相手 

５．食事の提供             11．その他（             ） 

６．通院など外出の手伝い        12．特になし 

 

１．隣近所（１０世帯程度の最も身近な集まり） ５．那珂川市全域 

２．行政区                  ６．その他（          ） 

３．小学校区                 ７．わからない 

４．中学校区                  

１．自分や家族の健康に関すること    ６．介護に関すること 

２．自分や家族の生活に関すること    ７．近所との関係 

３．生活費など経済的なこと       ８．家族間の関係  

４．仕事や勉強に関すること       ９．その他（             ） 

５．育児・子育てに関すること      10．特になし 
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問８ あなたが住んでいる地域のことで「問題と感じていること」は何ですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 地域における暮らしの中でおこる生活上の問題に対して、住民同士で助け合う

必要があると思うことは何ですか。 【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．暮らしや福祉について、相談できる人がいないこと 

２．住民同士のまとまりや助け合いが乏しいこと 

３．行政区の役員のなり手がないこと 

４．介護が必要な高齢者を抱えている世帯のこと 

５．障がい者（児）の日常生活のこと 

６．母子家庭や父子家庭のこと 

７．ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯のこと 

８．子どもの遊び場がないこと 

９．子どものいじめや非行のこと 

10．子どもへの虐待のこと 

11．子どもの通学時等の安全確保のこと 

12．ニートや、ひきこもりの人のこと 

13．ごみ処理や駐車、騒音などの生活環境のこと 

14．犯罪や事故に巻き込まれること 

15．災害にあうこと 

16．その他（                             ） 

1７．特になし 

１．ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの     ５．青少年の健全育成への支援  

世帯への支援               ６．災害時の助け合い 

２．障がいのある人への支援          ７．地域の防犯 

３．子育てで悩んでいる家庭への支援      ８．その他（           ） 

４．健康増進への支援             ９．特になし 
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問１０ 地域社会の問題に対して住民同士で助け合うためには、どのようなことが必

要だと考えますか。 【○は３つまで】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１ 那珂川市は誰もが安心して暮らすことができる「住みやすいまち」であると

思いますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

問１２ 今後も那珂川市に住み続けたいと思いますか。 【○は１つだけ】 

 

※  

 

  

１．思う                   ３．どちらかといえば思わない 

２．どちらかといえば思う           ４．思わない 

１．自ら進んで日頃から住民相互のつながりをもつように心がけること 

２．住民が地域の活動に積極的に参加すること 

３．行政区が中心となって住民相互の交流活動を積極的に進めること 

４．ボランティアやＮＰＯ（民間非営利組織）団体の活動を盛んにすること 

５．地域で活動する様々な団体同士の交流を進めること 

６．地域の人が気軽に集まれる場所をつくること  

７．地域の企業・団体が日頃から地域社会の活動に参加できるようにすること 

８．行政が地域活動の相談窓口、側面的援助の体制を充実させること 

９．その他（                             ） 

1０．特になし 

１．思う                   ３．どちらかといえば思わない 

２．どちらかといえば思う           ４．思わない 
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問１３ あなたの世帯は自治会に加入していますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

問１４ 行政区などの活動に参加していますか。参加したことがあるものを選んでく

ださい。 【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ 地域活動に参加する際に苦労すること、又は参加できない要因となっている

ことは何ですか。 【○は３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．夏祭りや運動会など行政区での活動 

２．学校・ＰＴＡ・子ども会育成会などの活動  

３．青少年の課外（学校以外の）活動  

４．シニア（老人）クラブでの活動 

５．婦人会での活動やおやじの会などの活動  

６．地域団体（自主防災組織や交通安全パトロールなど）での活動 

７．スポーツ・レクリエーション団体活動 

８．ボランティアやＮＰＯ（民間非営利組織）などにおける活動 

９．ふれあいサロン・子育てサロン活動や見守り活動などの福祉ネットワーク活動 

（地域の福祉活動） 

１０．その他（                                ） 

１１．特になし 

１．身近に団体や活動内容に関する情報がないこと  

２．身近に参加したいと思う適当な活動や共感する団体がないこと  

３．身近に一緒に参加できる適当な人がいないこと  

４．参加するきっかけが得られないこと 

５．家族や職場の理解が得られないこと  

６．活動する時間がないこと  

７．活動によって得られるメリットが期待できないこと 

８．全く興味がわかないこと  

９．その他（                            ） 

１０．特になし 

１．加入している      ２．加入していない      ３．わからない 

 

 

地域活動への参加について 
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問１６ もしボランティア活動に参加するとしたら、何が動機になりますか。 

【○は２つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

問１７ あなたは福祉に関する情報（福祉サービスやボランティア活動に関する情報）

をどこから得ていますか。 【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８ あなたは、自分の住んでいる地域を担当している民生委員・児童委員を知っ

ていますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

問１９ あなたは、民生委員・児童委員の活動内容を知っていますか。 

【○は１つだけ】 

 

 

 

問２０ あなたは「社会福祉協議会」を知っていますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

  

１．困っている人を助けたい       ６．就職や進学に有利になるようにしたい 

２．地域や社会をよくしたい       ７．自分のやりたいことを発見したい  

３．自分の技術、能力、経験を活かしたい ８．その他  

４．さまざまな人と出会いたい        （                 ） 

５．何か新しく感動できる体験をしたい  ９．参加する気持ちはない 

１．広報なかがわ             ９．新聞 

２．社協だより              １０．インターネット 

３．市役所窓口              １１．ＳＮＳ 

４．社協窓口                  （Twitter、LINE、Instagram など） 

５．市役所ホームページ          １2．福祉施設 

６．社協ホームページ           １3．家族 

７．民生委員・区の役員や隣組長など地域の役員  １4．友人、知人 

８．テレビやラジオなどのメディア     １5．その他 

                      （               ） 

※那珂川市には、地域の福祉を推進するために福祉ネットワーク活動、ボランティア活動

の組織化や支援、福祉に関する広報活動を行っている「那珂川市社会福祉協議会（通称：

社協）」があります。 

１．名前も活動も知っている  ２．名前だけ知っている  ３．名前も活動も知らない 

 

 

１．知っている               ２．知らない 

 

 

 

１．知っている               ２．知らない 
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問２１ 成年後見制度は、障がいや認知症などで判断能力が十分でない場合、ご本人

に代わり財産管理や施設入所・入院の契約手続きなどを後見人が支援する制

度です。あなたはこの制度について知っていますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

問２２ あなたは、今後、成年後見制度の必要性は高くなると思いますか。 

【○は１つだけ】 

 

 

 

問２３ あなた自身や親族が、認知症等により判断が十分にできなくなったとき成年

後見制度を利用したいと思いますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

 

問２４ あなたが、身近で不安に感じる災害は何ですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

問２５ 災害時に避難をする避難場所を決めていますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

問２６ あなたの住んでいる地域での災害時の危険性について、ハザードマップ等で

確認したことがありますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

問２７ あなたの行政区に自主防災組織はありますか。 【○は１つだけ】 

 

  

１．決めている               ２．決めていない 

 

 

１．地震          ４．落雷          ７．その他 

２．台風          ５．火災          （            ） 

３．豪雨          ６．土砂災害 

１．ある          ２．ない           ３．知らない 

 

 

災害時の対応について 

１．よく知っている            ３．制度名も内容も知らない 

２．制度名は知っているが、内容は知らない 

 

 

１．ある                  ２．ない 

 

 

１．思う          ２．思わない         ３．わからない 

 

 

１．利用したい       ２．利用したくない      ３．わからない 
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問２８ 災害時に気になる人が近所にいますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

問２９ 災害時に、困ることはどのようなことだと思いますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３０ 地震や風水害などの災害に対してどのような備えをしていますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．水や食料などの非常食を備蓄している 

２．避難場所や集合場所などについて、家族で話し合っている 

３．近所同士で、いざというときの助け合いのための話し合いをしている 

４．その他（                                ） 

５．特になし 

１．災害の情報がわからない 

２．物資の入手方法などがわからない 

３．避難場所がわからない 

４．避難場所が遠い 

５．必要な治療が受けられない 

６．安全な場所に避難できない 

７．救助を求めることができない 

８．救助を求めても助けてくれる人がいない 

９．介助や支援が受けられない 

10．周囲とコミュニケーションがとれない 

11．その他（                                ） 

12．わからない 

13．特になし 

１．いる          ２．いない          ３．知らない 
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問３１ 災害時の備えとして重要なことはどのようなことだと思いますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３２ 市では、災害時に避難することが困難な人が、地域の助け合いによって避難

できるよう「避難行動要支援者」を登録しています。このような人が近所に

いたら支援する人として協力したいと思いますか。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

問３３ 避難行動要支援者の人を支援するためには、どのような機会や取組があれば

支援しやすくなると思いますか。 【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

  

１．自分や同居する家族の避難方法の確認 

２．災害時の緊急の連絡方法を家族や知り合い同士で話しておくこと 

３．日頃からの隣近所とのあいさつ、声かけや付き合い 

４．災害対策の学習会の開催 

５．地域での避難訓練の実施 

６．危険箇所の把握 

７．地域における支援団体の組織づくり 

８．避難の際に支援が必要な人の把握 

９．避難の際に支援が必要な人に対する情報伝達の体制づくり 

10．避難の際に支援が必要な人を支援する人たちの把握 

11．その他（                                ） 

12．特になし 

１．積極的に協力したい        ４．協力したくない 

２．どちらかといえば協力したい    ５．協力したいが、理由があって難しい 

３．どちらかといえば協力したくない  ６．わからない 

１．制度のわかりやすい説明を受けること 

２．近所の人や、自治会・組や班、隣組の単位などで情報を共有しておくこと 

３．支援が必要な人と、普段から交流しておくこと  

４．支援が必要な人と訓練に参加すること 

５．その他（                                 ） 

６．わからない 
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問３４ 今後、地域福祉を進めるために必要な活動・アイデアや、その他ご意見・ご

要望などありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３５ あなたの性別を教えてください。 【○は１つだけ】 

 

 

 

問３６ あなたの年齢を教えてください。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただいているあなた自身のことについて 

１．男性        ２．女性        ３．記述回答（         ） 

 

 

１．18、19 歳              ６．60～64 歳 

２．20～29 歳              ７．65～69 歳 

３．30～39 歳              ８．70～74 歳 

４．40～49 歳              ９．75 歳以上 

５．50～59 歳 
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問３７ あなたの家族構成を教えてください。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

問３８ 現在、あなた自身、もしくはあなたが同居している家族の中に、次のような

人はいますか。 【○あてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

問３９ どこにお住まいですか。小学校区でお答えください。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

問４０ 那珂川市に住んで何年になりますか。一度市外に引っ越して戻られた人は、

合計何年になるかでお答えください。 【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

１．ひとり暮らし             ４．親と子と孫の三世代家族 

２．夫婦のみ               ５．その他 

３．親と子の二世代家族            （               ） 

１．南畑小学校区      ４．片縄小学校区      ７．安徳南小学校区 

２．岩戸小学校区      ５．安徳小学校区      ８．わからない 

３．岩戸北小学校区     ６．安徳北小学校区 

１．１年未満             ４．５～10 年未満 

２．１～３年未満           ５．10～20 年未満 

３．３～５年未満           ６．20 年以上 

～ ご協力いただき、誠にありがとうございました ～ 

ご回答後は、同封の返信用封筒に入れ（切手不要）、 

８月２４日（火）までに、投函してくださいますようお願いいたします。 

１．小学校入学前の乳幼児         ５．介護を必要とする人  

２．小学生                ６．障がいのある人 

３．中学生・高校生            ７．いずれもいない 

４．65 歳以上の人 


